
部活動地域移行の取組状況

1 アンケートの実施

留萌・港南中の教職員・保護者・生徒に対し「部活動の地域移行」
のアンケート調査を実施し、部活動顧問は８７％が賛成、保護者は
７４％が賛成という結果であった。(令和３年3月・7月)

〇アンケート結果

顧 問

※令和3年3月実施・顧問 27名、7月実施・保護者 220名

4 種目別打合せ会議の実施

3 提言書の提出

平日を含めた地域移行の早期実現に向けた１３項目として示され、

令和４年１２月６日、検討委員会より教育長あて提出があった。

2
検討委員会の設置

学校関係者、顧問、検討委員会では、令和５年度からの段階的な

部活動の地域移行に向けた４回の協議を行った。

〇第１回 令和４年１０月１１日開催 〇第２回 令和４年１１月 １日開催

〇第３回 令和４年１１月３０日開催 〇第４回 令和５年 ３ 月２０日開催

・協議内容：①部活動の現状、②留萌市における部活動の在り方に関する提言、

③部活動の諸課題、④部活動に係る保護者負担 など

5
休日における部活動地域移行の開始

部活動の地域移行とは「スポーツ庁・文化庁」の有識者会議おいて、

提言された公立中学校における休日の部活動から外部に移行する

部活動改革であり、令和７年度までの３年間を「改革推進期間」

として、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を目指す。

賛成87.5％

賛成74.0％

反対12.5％

反対26.0％保護者

①平日も含めた地域移行の早期実現、②生徒数学校規模に応じた部活動の適正化、
③種目に応じた部活動の運営手法の検討、④指導者の質量の確保、
⑤地域ぐるみのサポート体制の確立、⑥指導を希望する教員等の在り方、
⑦施設確保と移動手段の検討、⑧財源の確保、⑨会費の在り方、
⑩競技志向ではなく適度な頻度で楽しく活動できる部活の設置の検討、
⑪実施主体の明確化、⑫危機管理体制の整備、⑬大会参加への対応

１３項目の提言書

検討委員会では、種目ごとに打合せ会議を実施し、各種目の現状や

地域移行の課題について意見交換を行った。（R5.2.3～Ｒ5.2.28）

・吹奏楽部（2/3）・卓球部（2/5）・バレー部（2/8）

・陸上部（2/13）・サッカー部（2/14）・野球部（2/15）

・バスケットボール部（2/17）・ソフトテニス部（2/28）

検討委員会での協議を継続しながら、令和５年度は３～４種目の

可能な種目から、休日における地域移行について、中体連終了後

から開始を目指していく。

〇予算内容：運動部活動指導員報酬、部活動指導者交通費、

コーディネーター報酬、困窮世帯支援負担金、

先進地視察旅費

資料１
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令和５年度における部活動地域移行の推進

資料２



留萌市教育委員会におけるこれまでの取組について

令和４年12月に、部活動の在り方検討委員会より、提言書が提出された後、
教育委員会では、各競技種目における現況や地域移行に係る検討課題を整理
するため、種目ごとに打合せ会議を開催しました。

開催期間 令和５年２月３日～２８日 計８回

対象種目 野球、サッカー、バレー、バスケ、卓球、陸上、
ソフトテニス、吹奏楽 ８種目

各校保護者代表、各校部活顧問、少年団関係者、
スポーツ・文化関係団体、スポーツ協会、教育委員会

検討委員会及び教育委員会におけるこれまでの経過について説明

部活動の現況と地域移行に係る意見交換
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参 加 者



ヒアリングの結果について①

卓 球

（卓球協会）
・協会の会員については、全員仕事をしており、土日のみなら検討の余地
があるが、平日は不可能

（顧 問）
・通常業務の軽減等、体制が整わないと難しい。
・土日だけでも外部コーチが指導してくれると、子どもにとっても有益で
あると考える。

・部活動の合同化については、練習場所への移動手段が課題となる。
・学校別で競技を行っているからライバル意識をもって練習に打ち込めて
いる。

（保 護 者）
・民間への地域移行となると保護者の負担増（送迎や運営の負担）や外部
コーチについて不安が残る。

２月６日（月）
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ヒアリングの結果について②

卓 球 ７月７日（金）
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（卓球協会）
・現在、外部指導者として各中学校にボランティアで指導を行っている。
・特別支援の生徒もいるため、複数の指導体制が望ましい。
・教員への連絡手段の整備が必要
（顧 問）
・現在の外部指導者は長く指導に携わってもらっているので、引き続き、
お願いしたい。

・休日に来ていただけるのであれば、大変助かる。

・外部指導者による指導を継続していき、教員がサポートすることで土日
から地域移行を進めていく。



ヒアリングの結果について①

２月３日（金）実施バレーボール

（バレーボール協会）
・少年団の指導を行っているため、対応については可能と考えるが、報酬
をもらうことで指導についての責任が発生するためやりにくい。

・会員は仕事をしているため、平日の指導については難しいと考える。
（顧 問）
・平日、休日の何日かでも指導してもらえるのならば、大変、助かる。
・生徒指導の面からも徐々に移行していったほうが良い。
・子どもたちのためにも中途半端に足を進めるのではなく、十分協議し、
環境を整備してから進めていただきたい。

（保 護 者）
・現状は練習が少ないため、移行することで練習時間を確保できるならば
地域移行しても良い。

・経験者に教えていただきたい。

２月８日（水）
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ヒアリングの結果について②

バレーボール

（バレーボール協会）
・指導者が一人であると厳しいため、補助をいれて指導体制を複数にして
ほしい。

（顧 問）
・休日は留萌中・港南中とも合同チームの練習があり、スポーツセンター
の集合が困難である。

・７月には全道中体連のバレー大会が留萌で開催されることから８月中旬
以降であれば可能である。

５月２５日（木）
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・留萌中・港南中の合同練習とし、８月中旬から開始する。
・退職校長を指導者として、平日の１６時～１８時、週２～３回スポーツ
センターで実施する。



ヒアリングの結果について①

陸上競技

（陸上競技協会）
・土日の移行となれば、小学生の受け入れ人数について制限を掛けて行う
方向で考えている。

・高校生にも協力してもらいながら、練習を実施できればと考えている。
（顧 問）
・現状、中学生は土曜日に浜中で練習を行っているので、変更点は指導者
が協会に代わることになる。

・小中高合同で練習を行い、上の子が下の子に教える仕組みは教育的価値
が大きいと考える。

（保 護 者）
・生徒指導の側面から先生のほうが安心という気持ちもある。
・先生が大変なことを承知している上で、先生に代わる外部指導者も仕事
を持っているため、大変になるのは変わらない。

２月１３日（月）
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ヒアリングの結果について②

陸上競技

（陸上競技協会）
・浜中競技場で実施している陸上教室に合わせて、中学生の指導が可能で
ある。

・陸上教室の小学生の時間帯を前倒しで調整し、中学生を指導する時間を
増やすことも可能と考える。

（顧 問）
・全道大会が終わってからの８月以降で、新人戦も外した日程であれば、
地域移行による指導は可能である。

７月４日（火）
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・８月以降の地域移行に向け、陸上競技協会と学校とのすり合わせを十分
に行い、中学生の保護者に説明をした上で、試行的に開始していく。



ヒアリングの結果について①

野 球

（軟式野球連盟）
・連盟は役員の高齢化が問題となっており、審判の運営もギリギリの状態
である。

・地域移行に関する指導者の協力についても難しいと考える。
（顧 問）
・留萌中、港南中とも指導の継続は可能である。
・顧問以外の方が指導者として指導する場合は、資格の取得が必要になる。
（保 護 者）
・小平町クラブチームの指導者に地域移行の指導をしてもらえないのか。
（留萌中ではクラブチームに多数生徒の参加あり）

・保護者負担の増加が気がかりである。

２月１５日（水）
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ヒアリングの結果について②

野 球 ６月２１日（水）
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（小平町クラブチーム）
・留萌中、港南中合同で休日に月に数回程度の指導することは可能である。
・活動場所については、現在、検討中
（顧 問）
・今後の調整にもよるが、地域移行した場合においても指導に行くことは
可能である。

・留萌中、港南中、増毛中の合同チームとなっているため、休日に増毛中
も含めた練習は可能となるのか。

・休日の地域移行に向けて小平町クラブチーム、両中学校と協議を進めて
いく。

・増毛中の参加については、増毛町教委と協議を行う。
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その他の種目の状況について

サッカー 後日、協議予定

ソフトテニス 指導者不足のため厳しい

バスケットボール 後日、協議予定

吹 奏 楽 楽器移動、指導者確保に課題

・調整が出来た部活動から地域移行を進めていく。
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コーディネーター配置体制整備委託について

・令和５年度「部活動地域移行整備体制事業」として、
部活動地域移行についての調整を行う業務について、
予算化している。

・留萌スポーツ協会と業務締結に向けて協議中
（委託内容）
・各中学校と指導者等との調整業務
・部活動地域移行の実施場所、施設の確保 など


